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【研究発表プログラム】第 1日目（9/29） 

 

第 1日目（9/29）第 1会場（ブラウンホール 151 教室） 

発表順 開始 終了 発表タイトル 発表者 

発表 1 9:15 9:45 ヨナ書における waw-consecutive 堤 悦子 

発表 2 9:45 10:15 神の箱物語（サムエル上 4:1b-7:1）における逆転と転換 赤尾道夫 

発表 3 10:15 10:45 

 

― エゼキエル書を物語下部構造としてローマ書 8章を 

理解する ― 

小山英児 

休 憩 

発表 4 11:00 11:30 

の翻訳の可能性に関する一考察עֶבֶד 

― 出エジプト記 21:2-11・レビ記 25:39-55・申命記 15:12-18

を中心に ― 

安仲佳代 

発表 5 11:30 12:00 
訳語論争の意義を問う 

― 等価概念の視点から「聖書翻訳」の問題として ― 
金香花 

 

 

第 1日目（9/29）第 2会場（ブラウンホール 152 教室） 

発表順 開始 終了 発表タイトル 発表者 

発表 1 9:15 9:45 植民地朝鮮における日本組合基督教会 李元重 

発表 2 9:45 10:15 
中国におけるキリスト教の土着化と漢語神学 

― 「キリスト教の中国化」との繋がり 
李剣峰 

発表 3 10:15 10:45 
津和野キリシタン「殉教」史の「語り」における「鈴ヶ森」の

「記憶」 
三輪地塩 

休 憩 

発表 4 11:00 11:30 ジャン・カルヴァンにおける古代教父理解 飯田仰 

発表 5 11:30 12:00 賀川豊彦の「地獄、煉獄、再臨」理解 波勢邦生 

 

第 1日目（9/29）第 3会場（ブラウンホール 251 教室） 
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発表順 開始 終了 発表タイトル 発表者 

発表 1 9:15 9:45 
カール・バルトの初期神学の展開 

― 宗教社会主義の影響とそれに対するアンビバレントな態度 ― 
木村里奈 

発表 2 9:45 10:15 R. R. リューサーのフェミニスト神学における教会をめぐる考察 張 旋 

発表 3 10:15 10:45 人間と生活の人称理論的な理解とキリスト教信仰 川津茂生 

休 憩 

発表 4 11:00 11:30 C. S. ルイスの『顔を持つまで』に見る「天国」 岡田理香 

発表 5 11:30 12:00 
ラインホールド・ニーバーはパシフィスト的立場を放棄したのか 

― ニーバーと F.O.R の関係の考察を通して ― 
五十嵐成見 

 

第 1日目（9/29）第 4会場（ブラウンホール 252 教室） 

発表順 開始 終了 発表タイトル 発表者 

発表 1 9:15 9:45 
ラテンアメリカにおけるイヴォネ・ジェバラのエコフェミニスト神

学 ― Longing for Running Water を中心に ―  
藤原佐和子 

発表 2 9:45 10:15 
「神学とはクィアなもの」？  

― エリザベス・スチュアートの「クィア神学」理解の批判的考察 ― 
工藤万里江 

発表 3 10:15 10:45 エートスとノモス ― 二つの教会の実例を元に 上田 彰 

休 憩 

発表 4 11:00 11:30 
キリスト教における身心変容とケアの人間学  

― 「信仰」と「いやし」の境界線をめぐって） ― 
桑野 萌 

発表 5 11:30 12:00 
イエスの言動に見失われた「宗教進化論的側面」 

― 聖書の「完全説」の再検討 ― 

スティグ・リン

ドバーグ 

 

第 1日目（9/29）第 5会場（本館 105 教室） 

発表順 開始 終了 発表タイトル 発表者 

発表 1 9:15 9:45 
J. S. バッハの《マタイ受難曲》と M. ルターの「十字架の神

学」 ― 教会音楽と神学のなかの〈サクラメント〉 ― 
池島与是夫 

発表 2 9:45 10:15 神学・政治・結婚 ― マルティン・ルターの正義論再考 ― 加藤喜之 

発表 3 10:15 10:45 
宗教改革期の女性統治者ブラウンシュヴァイクのエリーザ

ベトの信仰 ―  一人のキリスト者として領民への使命感  
伊勢田奈緒 

休 憩 

発表 4 11:00 11:30 ルターと十字架の神学 ― こんにちの視座から ― 宮本 新 

発表 5 11:30 12:00 宗教改革 400 周年記念再考 小柳敦史 
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【研究発表プログラム】第 2日目（9/30） 

 

第 2 日目（9/30）第 1会場（ブラウンホール 151 教室） 

発表順 開始 終了 発表タイトル 発表者 

発表 1 9:15 9:45 
神の遍在と非場所性  

― アレクサンドリアのクレメンスの議論を中心として ― 
津田謙治 

発表 2 9:45 10:15 
米国の沖縄統治時代に於ける和解の神学  

― 平良修牧師の「アンガー高等弁務官就任祈祷」を基に考察する 
宮城幹夫 

発表 3 10:15 10:45 アウグスティヌスの身体観 渡邉蘭子 

発表 4 11:00 11:30 
カルヴァン『共観福音書注解』における「聖定の記憶」 

（マタイ 26 章 39 節）の考察 
森川 甫 

 

 

 

第 2 日目（9/30）第 2会場（ブラウンホール 152 教室） 

発表順 開始 終了 発表タイトル 発表者 

発表 1 9:15 9:45 
キルケゴールにおけるコミュニケーション概念の再考 

― コミュニケーション不可能性との関連から ― 
谷塚 巌 

発表 2 9:45 10:15 神の摂理と悪の問題 ― 実存論的神学の視点より ― 林 昌子 

発表 3 10:15 10:45 F・ゴーガルテンの歴史理解における世界の秩序の位置 岡﨑 祐貴 

発表 4 11:00 11:30 宗教多元主義と「宗教」概念 ― ジョン・ヒックを例に ― 木村 智 
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第 2日目（9/30）第 3会場（ブラウンホール 251 教室） 

発表順 開始 終了 発表タイトル 発表者 

発表 1 9:15 9:45 
1970 年大阪万博キリスト教館における「芸術」の位置 

― キリスト教文学者を中心に― 
増田 斎 

発表 2 9:45 10:15 
『ビーブル・モラリゼ』における堕罪の場面  

― 聖書図像と解釈図像の構図の変遷 ― 
竹田 伸一 

発表 3 10:15 10:45 
J. S. バッハ《マルコ受難曲》BWV247 の復元・補完の歴史とそ

の本質 
加藤拓未 

発表 4 11:00 11:30 

ロスト・イン・トランスレーション ― 質的半構造インタビュ

ーを用いた英国キリスト教の修復的正義の推進活動とそ

の困難に関する考察 ― 

長下部穣 

 

 

 

第 2 日目（9/30）第 4会場（ブラウンホール 252 教室） 

発表順 開始 終了 発表タイトル 発表者 

発表 1 9:15 9:45 西田哲学とルター 石井砂母亜 

発表 2 9:45 10:15 
イグナチオ・デ・ロヨラとマルティン・ルターにおける神と人

間の「愛の交換」の思想 
角田佑一 

発表 3 10:15 10:45 ルターの大・小教理問答における名宛人の問題 高井保雄 

発表 4 11:00 11:30 ドイツにおけるルター訳聖書の評価 堀川敏寛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


